GUILTY-Ⅶ

時間　2003

その日、ラウはヨンの部屋から持ち出したテープをレコーダーで再生した。

流れてきたのはある、曲だった。

曲を聴いているうちに、ラウの表情が、徐々に変化していく。

そして、ラウは机の上に広がる資料の山の中から、一枚の写真を手にする。

その男…ンガイウェンハウの写真を見つめ、呟く。

「兄さん、俺は兄さんを逮捕できなかったけれど、

ラウは必ず逮捕してみせる。兄さんを助けられなかったけれど、

アイツを…ラウギンミン逮捕して、助けることが出来ればと思うんだ。」

ヨンは、自室でラウの様子をさり気なく見つめ、苦笑する。

席を立つと、窓の外を見つめた。

重い、冬の鈍い空。

時間　1997

ハウは、日記に走らせていたペンをふと止めた。

…ヤンが警官になれば、それがンガイ家が表世界に出れた証明になる………

そうだ、ヤンの運命を狂わせたのは自分なのだと、今更に気がつく。

だが、今となっては、この運命を、進んでいくしかないのだ。

